
令和 7 年度環境学習講座 
発電カードゲーム＋施設探検でたちむにぃの仕組みを学ぼう 

             

日時 令和 7年 5月 17 日（土）午前９時 30分～12 時 00 分 

講師（敬称略） 荏原環境プラント 

 

１． 参加人数（講師・立川市環境政策課職員を除く）・・10 組 31 名  

２． アンケートについて 
（１）回答数・・２４ 

 

（２）回答者の世代内訳（重複回答有） 

年齢区分 10 歳以下 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 

人数 17 9 2 7 12 1 0 0 

 

 （３）講演会のことを知ったきっかけ（複数回答可） 

 

 （４）設問の項目について 

   ①講座の内容 ・・良かった 22名・普通１名・不満０名・無記入１名 

   ②講師について・・良かった 22名・普通１名・不満０名・無記入１名  

   ③時間の長さ ・・長い７名・ちょうど良い 15名・短い１名・無記入１名  

 

（５）感想、良かった点など 

・工場の中が暑かった。のどがかわいた。カードゲーム、工場の仕組みがおもしろかった。 

・めったにいけないところに入れて嬉しかった。 

・整理整頓が行き届いており感心しました。 

・子供たちも楽しく分別が学べてゲームが楽しかったです。 

・ごみの分別をより丁寧にしようと思いました。 

・探検が楽しかった。 

・発電カードゲームでもえるゴミだと思っていたものがあり、気を付けなければと再度感 

じました。 

・ごみの分別をゲーム形式で学べ、危険な物などを知ることが出来た。 

・ごみを燃やす様子がすごかった。 

・ミニゲームがあって楽しめた。 

・見学の際も質問させていただけたのが貴重な機会でした。 

 

<裏面に続く> 

きっかけ 広報 ホームページ 自治会・町会 友人・知人・関係者 ちらし その他 

人数 16 3 0 1 0 4 



 

（６）今後聞いてみたいテーマなど 

・燃やした後のごみはどうなるのか。 

・今回みたいに子供と分別やごみの行方についてのゲームをやりたい。 

・分別不足による事故について実際の映像とか見たいです。 

・施設見学が楽しかったので、市内小学校の校外学習で活用してほしい。 

・小学校の見学で来てみたいです。 

・灰はどこへいくのか。 

・どうしてプラットホームの扉はいくつもあるのか。 

・どうしてあんな高い温度になるのか。 

・資源ごみがどのような資源になっているのか。 

・たちむにぃで働いている方の１日が知りたいと思いました。 

・子供達も”こんな仕事があるんだ！”と将来への想像が広がりそうだなと思いました。 

・いろいろな機械の名前が知りたいです。 


